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し
た
も
の
と
言
え
よ
う
（

（
１
）
渡
辺
淳
一
「
か
さ
ぶ
た
宗
建
」
『
長
崎
ロ
シ
ア
遊
女
館
」
講
談
社

昭
和
五
四
年
八
七
頁

（
２
）
呉
秀
三
『
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
其
生
涯
及
功
業
」
柳
原
書
店

昭
和
五
四
年
復
刻
版
七
一
五
～
七
一
七
頁

（
３
）
古
田
東
朔
「
幕
末
の
洋
学
者
、
佐
嘉
藩
蘭
学
寮
の
重
鎮
大
庭

雪
斎
（
上
）
」
「
葉
隠
研
究
』
第
五
三
号
平
成
十
六
年
五
五
頁

（
４
）
酒
井
シ
ヅ
「
佐
賀
藩
の
医
学
」
杉
本
勲
編
『
近
代
西
洋
文
明
と

の
出
会
い
」
思
文
閣
出
版
平
成
元
年
一
四
七
頁

（
５
）
佐
賀
県
立
病
院
好
生
館
『
好
生
館
百
周
年
記
念
誌
』
平
成
九
年

言
ｓ
釦
ミ
ミ
ミ
君
片
○
開
弄
四
畳
弓
、

（
６
）
吉
村
昭
「
伊
東
玄
朴
」
「
相
良
知
安
」
『
日
本
医
家
伝
』
講
談

社
昭
和
四
六
年
五
五
頁
一
九
九
頁

（
７
）
深
瀬
泰
日
二
天
然
痘
根
絶
史
近
代
医
学
勃
興
期
の
人
び
と
』

思
文
閣
出
版
平
成
十
四
年
五
二
頁

（
８
）
鍵
山
栄
「
相
良
知
安
』
日
本
古
医
学
資
料
セ
ン
タ
ー
昭
和

四
八
年

参
考
文
献

平
成
十
七
年
十
月
例
会
平
成
十
七
年
十
月
二
十
二
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
二
階
八
番
教
室

一
、
甲
賀
通
元
『
重
訂
古
今
方
彙
」
の
ル
ー
ツ
を
探
る

鈴
木
達
彦
、
遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子

二
、
明
治
時
代
の
苦
学
生
西
井
格
太
郎
と
順
天
堂
医
院
手
術
傍
観
録

西
井
易
穗

平
成
十
七
年
十
一
月
例
会
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
六
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
二
階
八
番
教
室

一
、
近
世
日
本
の
屍
体
供
養
ｌ
祭
文
に
書
き
込
ま
れ
た
肺
分
の
社
会
的

位
置
づ
け
香
西
豊
子

二
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
像
の
種
々
相

深
瀬
泰
旦

平
成
十
七
年
十
一
一
月
合
同
例
会
（
日
本
医
史
学
会
・
日
本
薬
史
学
会
・

日
本
獣
医
史
学
会
・
日
本
歯
科
医
史
学
会
四
学
会
合
同
）

一
叶
職
一
篭
遥
鍵
吋
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
五
号
館
三
階
会
議
室

星
薬
科
大
学
創
立
者
星
一
の
生
涯 平

成
十
七
年
十
二
月
十
七
日

三
澤
美
和
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平
成
十
八
年
三
月
例
会
平
成
十
八
年
三
月
二
十
五
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
十
号
館
四
階
四
○
三
番
教
室

一
、
小
野
豊
三
郎
の
解
剖
学
ノ
ー
ト
の
解
剖
図

坂
井
建
雄

二
、
齋
藤
茂
吉
に
お
け
る
病
い
と
老
い
と

岡
田
靖
雄

三
、
個
人
情
報
保
護
と
学
会
誌
編
集

平
成
十
八
年
一
月
例
会
平
成
十
八
年
一
月
二
十
八
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
二
階
八
番
教
室

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
個
人
情
報
保
護
と
医
学
史
研
究
」

一
、
は
じ
め
に

二 四
、
日
本
の
法
医
学
、
そ
の
事
始
め

三
、
医
学
史
、
歯
科
医
学
に
お
け
る
横
浜

二
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
中
国
解
剖
図

個
人
情
報
保
護
法
と
個
人
史
研
究

弁
護
士
森
田
明

榊
原
悠
紀
田
郎
星
薬
科
大
学
創
立
者
星
一
の
生
涯

瀧
澤
利
行

岡
田
靖
雄

池
本
卯
典

酒
井
シ
ヅ

星
薬
科
大
学
お
よ
び
星
製
薬
株
式
会
社
の
創
立
者
で
あ
る
星
一
は
、

明
治
・
大
正
・
昭
和
に
ま
た
が
る
七
十
七
歳
の
波
乱
万
丈
の
生
涯
を
送

り
ま
し
た
。
そ
の
破
天
荒
と
も
云
え
る
生
き
方
は
と
て
も
魅
力
的
で
あ

り
ま
す
。
没
後
六
十
余
年
経
過
し
ま
す
が
、
わ
が
国
ば
か
り
で
な
く
世

界
の
人
々
か
ら
も
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
今
で
も
し
ば
し
ば
星
一
の

名
前
が
登
場
し
紹
介
さ
れ
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
演
で
は
星
一

の
人
生
を
跡
付
け
、
そ
の
人
物
と
偉
業
を
偲
び
た
い
と
考
え
ま
す
。

一
・
は
じ
め
に

星
一
は
、
明
治
六
年
十
二
月
二
十
五
日
に
福
島
県
石
城
郡
、
今
の
い

わ
き
市
郊
外
で
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

二
・
渡
米
と
苦
学

上
京
し
、
東
京
商
業
学
校
を
卒
業
し
、
明
治
二
十
七
年
、
二
十
一
歳

で
渡
米
し
ま
し
た
。
明
治
中
期
一
介
の
青
年
が
世
界
を
夢
見
て
海
を
渡

り
ま
し
た
。
苦
労
の
末
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
名
門
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
で
統
計
と
経
済
を
学
び
卒
業
し
ま
し
た
。
十
二
年
間
の
滞
米
生
活
で
、

自
由
で
楽
観
的
、
進
取
的
、
建
設
的
な
ア
メ
リ
カ
の
精
神
風
土
を
た
っ

ぷ
り
と
吸
収
し
ま
し
た
。

三
澤
美
和


